
国際港湾都市・神戸の魅力的な都市空間の創造

大阪市立大学大学院　工学研究科 
教授　嘉名 光市



嘉名 光市（かな こういち）
大阪市立大学大学院工学研究科都市系専攻　教授 

博士（工学）、一級建築士。技術士（都市及び地方計画） 
1968年大阪府河内長野市生まれ。大阪府立生野高等学校卒業。 
東京工業大学工学部社会工学科卒業。東京工業大学大学院社会理工学研究科博士後期課程修了（景
観研究）。シンクタンク勤務ののち、大阪市立大学大学院講師、准教授を経て現職。 
専門は都市計画、都市再生デザイン、景観論、エリアマネジメント。 

大阪市都市景観委員会委員長、神戸市都市計画審議会、堺市都市計画審議会、デザイン都市神戸創
造会議、神戸市都市計画マスタープラン研究会など　京阪神での都市計画・都市デザインに参画 
大阪府市特別参与（-’15）2025年万博基本構想検討会議委員、 
2025日本万国博覧会誘致委員会アカデミックアンバサダーほか 

水都大阪、御堂筋空間再編、大阪版BID条例をはじめ、都市再生のための公共空間デザイン・マネ
ジメントを実践するプロジェクトの計画立案、制度設計、社会実験を数多く実践。 

2015年度　日本都市計画学会石川賞（水都大阪のまちづくり）（共同） 
2017年　日本建築学会賞（業績）（大阪市「生きた建築ミュージアム事業」による建築文化の振
興）（共同）。 
主な著書に「生きた景観マネジメント」（鹿島出版会）,「都市を変える水辺アクション 実践ガイ
ド」（学芸出版社）,「生活景」（学芸出版社）,「景観再考」（鹿島出版会）,「生きた建築 大阪」
（140B）,「景観計画の実践」（森北出版）ほか。

自己紹介



安治川

土佐
堀川

堂
島
川

中之
島

木
津
川

34.685270,135.481125

中之島ゲートエリアプロジェクト（社会実験）

中之島の入口（西端）に
９日間限定の埠頭が出現

川・水辺・まちの回遊性向上にむけた調査・検討の一環としての中之島ゲートエリアを中心とした社会実験です。

雨天中止

主催　大阪府、大阪商工会議所
協力　大阪市、川と海をつなぐ舟運にぎわいまちづくり事業実行委員会、北浜水辺協議会、
　　　東横堀水辺再生協議会、ざこばの朝市プロジェクト実行委員会、大阪水辺バル推進協議会、
　　　中之島ゲートエリア(仮称)活性化調査・検討委員会、水都大阪推進委員会事務局
事務局　中之島ゲートエリアプロジェクト(社会実験)事務局（(有)ハートビートプラン内）
TEL：080-4024-2256　URL：http://ngpj2012.blog.fc2.com/
地域力活用新事業∞全国展開プロジェクト

2012年10月13日（土）～21日（日）

一般の小型船舶が一時係留できます。

水辺のオープンレストラン

夜間ライトアップで水辺を演出

ナイトクルーズが楽しめる。

34.685270,135.481125

まちのコモンズ

船場博覧会

アジアンアーツクロッシング 
（おおさかカンヴァス事業）

中之島ガーデンブリッジ 
オープンカフェ社会実験

御堂筋（公開空地）

公開空地・近代建築

公開空地・近代建築

橋梁（道路）・公園 水都大阪フェス

河川・公園・船着場

常設的社会実験

河川・港湾・舟運

水辺バル

水の都の夕涼み
長期社会実験
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自転車
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水都大阪2009
河川・公園・船着場

北浜テラス準則特例適用

準則特例一般化

小 大
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東遊園地
公園

中之島ゲート

タグボート大正
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オフィス・道路 
・公開空地

OBPホコ天フェスタ 
PARK AVE-NEW!

御堂筋 
歩行者 
空間化

道路
大阪版 
BID 
条例

生きた建築ミュージアム 
フェスティバル

三宮 
えき≈まち空間

Sceneーン
大阪の にふ い御堂筋

大阪の にふ い の る

●都市 メインストリート 、そ 都市 イメージを える重要な役割を担っており、メインストリートを活か

したみちづくりが、これから 都市 あり方を決めるとも言われています。

●御堂筋や周辺地域が持つ歴史や文化を活かすとともに、シンボルとなるイチョウ並木や沿道建物と一体

となったまちなみを形成するなど、都市 として 風 を備えた、より 高い空間が期待されます。

●御堂筋 フルモール化により、これまでにない広大でシンボリックな空間が創出され、そ 空間を歩行

者が安心して快適に、楽しみながら 遊でき、大阪らしさを じてもらえる道となることが期待されます。

●御堂筋 シンボルであるイチョウ並木を 全、継 す

るとともに、イチョウ 存在 を引き立たせる空間、イ

チョウ 魅力を す空間づくり。

●沿道景観とともに、都市 にふさわしい風 ある、

された景観づくり。

●御堂筋イルミネーションなど、世界に を見ない景観

を創出し、国内外 人々を きつける空間づくり。

8

えき≈まち空間基本計画
2018.9 神戸市

49

中之島広場

中央公会堂前広場・デザイン検討（パース・俯瞰） 大阪市建設局
(2021.06.04）



神戸のまちづくり（概略）



①明治19年～43年の都市化地域 ②明治43年～大正12年の都市化地域

③大正12年～昭和20年の都市化地域 ④第二次大戦後及び最近の都市化進行地域

神戸における都市化地域の拡大 資料：国土地理院



資料：ＵＦＪ総合研究所作成 各種資料より嘉名光市作成　神戸市の主要プロジェクト　21世紀初頭まで
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●藤沢市辻堂南部の環境を守る会（1967）
●名古屋市栄東地区のまちづくり（1965）

●高知市コミュニティ計画（1974）

●中野区地域センタ̶と住区協議会（1975）

●町田市考えながら歩くまちづくり（1973）

●武蔵野市市民委員会（1973）

●豊中市庄内地区再開発協議会（1972）

●丸山地区防犯協議会の結成（1965）
住民運動
への対応

参加型まちづくりの確立

　◯　総合計画と市民参加

　◯　市民まちづくりを支える仕組み

　◯　各地で市民活動センター・まちづくりセンターの設立が進む
　◯　ＮＰＯが急増する
　◯　地方分権をうけてまちづくり関連条例の制定が進む

　◯　参加・協働の展開

　◯　住区協議会

　◯　まちづくり協議会

　◯　ワークショップ手法の導入

　◯　まちづくりを支える条例

参加・協働の展開

分権と参加・協働の時代

公害追放運動

基盤整備の要求

震災復興事業

戦災復興

＜二段階都市計画＞
参加と対話
●都市計画協議会

●景観形成市民団体

●伝統的建造物群保存地区指定

●まちづくり協議会

●こうべまちづくり会館オープン
●こうべまちづくり学校開校

●こうべまちづくり
　アーカイブス研究会

●ふれあいのまちづくり協議会
●里づくり協議会
●防災福祉コミュニティ

●板宿地区のまちづくり（1965）

●神戸市真野地区まちづくり推進会（1980）
●墨田区京島地区まちづくり協議会（1981）

●世田谷区梅丘福祉のまちづくりモデル地区（1982）

●世田谷区太子堂地区まちづくり協議会（1982）

●世田谷区歩楽里講（1981）

●神戸市まちづくり条例（1981）
●世田谷区街づくり条例（1982）

●世田谷区まちづくりセンタ ・̶まちづくりファンド（1992）

●阪神・淡路大震災と復興まちづくり（1995～）
●全国の市町村マスタープラン策定における市民参加（1992～）

●まちづくり情報センターかながわ（アリスセンタ̶）（1988）

●山形県飯豊町椿講（1980）

●神戸市真野地区まちづくり懇談会（1977）
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○デザイン都市神戸
　UNESCO認定



神戸ハーバーランド



みなとみらい２１マスタープラン　1/10,000（元図）

骨格となる道路や主要施設の配置、街区の構成、周辺市街地との関わりがわかる





地元主体による震災復興のまちづくり
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■六甲道駅南地区　まちづくり協議会の経緯 

＜平成７年＞ 
  3月17日      第二種市街地再開発事業の都市計画決定
  7月  9日       六甲道駅南まちづくり連合協議会の設立
　                   ・深田4南まちづくり協議会（第１地区）  
　                   ・桜備4まちづくり協議会（第２地区）
　                   ・桜口5まちづくり協議会（第３地区）
　                   ・深備5まちづくり協議会（第４地区）

＜平成８年＞ 
   3月17日　連合協議会において公園・道路配置計画案の決定
12月16日     連合協議会によるまちづくり提案の提出

＜平成９年＞ 
  2月28日      第二種市街地再開発事業の都市計画の変更

＜平成１１年＞ 
  3月          六甲道駅南地区愛称決定「ウェルブ六甲道」

＜平成１６年＞ 
  3月          再開発ビル全棟完成を祝う会・まちづくり協議会解散
　　　　　   管理協議会・組合結成
10月          六甲道南公園着工
＜平成１７年＞ 
  9月          六甲道南公園完成　
　　　　　   六甲道駅南地区再開発事業完了 

第４地区
深備５まちづくり協議会

第１地区
深田４南まちづくり協議会

第２地区
桜備４まちづくり協議会

第３地区
桜口５まちづくり協議会

JR六甲道駅

国道２号線

まちづくり協議会の様子

まちづくり提案の提出

＜まちづくり条例に基づくまちづくりの進め方＞

都市計画決定時　当初案 まちづくり協議会による公園検討 都市計画変更後　最終案

《震災復興市街地再開発事業
　　　　　　　　　　の進め方》
　震災復興市街地再開発事業においては、早急に復興を
推進するため、公共団体施行による第二種市街地再開発
事業（管理処分方式）が採用されました。

■  まちづくり協議会と地元提案
　これまでの事業では、行政が作成した事業計画案につ
いて、説明会等で地元の意見をいただきながら進めてき
ました。　
　震災復興再開発事業の実施にあたっては、震災後に新
長田駅南、六甲道駅南の両地区とも数街区単位で結成さ
れた「まちづくり協議会」で地元のみなさんが議論したうえ
で、協議会から地元の意見を集約した「まちづくり構想」の
提案をいただき、それを生かしながら「事業計画」をつくっ
ていきます。

■  コンサルタントの役割
　震災復興再開発事業では、地元のみなさんと行政が協
働してまちづくりを具体化していくため、まちづくり協議会
の検討過程でのアドバイスや地元案の作成などの地元支
援にコンサルタントが重要な役割を果たしています。
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主な手続き 住民の役割

契　　　約

市の役割

都市計画の決定

事業計画の決定

事業計画案の縦覧

管理処分計画案の縦覧

管理処分計画の決定

建築工事完了公告

公共施設工事完了公告

ブロックごとのまちづくりの取り組み

コンサルタント派遣

・住民意見、アイデアの集約
・まちづくり構想の提案
　　　　　　　　　　 など

事業計画の作成

説明会など

説明会など

ビル譲受け権の取得

土地の明け渡し

再開発ビルの完成

・施行地区（工区）
・再開発ビル等の設計の概要
・事業の施行期間
・資金計画　など

管理処分計画案の作成
・配置設計
・もとの資産の評価
・取得するビル床の指定
　　　　　　　　　など　

ビ ル の 設 計

建 物 の 除 却

補償金等の支払い

土地の測量 建物調査

事業計画案の提示

管理処分計画案の提示

意見書の提出

意見書の提出

譲受け希望の申し出
賃借り希望の申し出
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震災復興市街地再開発事業の流れ（第二種）

再開発ビル入居

意見書の
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■ 震災復興に活かされた「神戸市まちづくり条例」と「協働のまちづくり」

　神戸市においては、昭和55年に創設された「地区計画」制度に対応するとともに、市民のコミュニティ活動をまちづくり活動に
結実させるためのシステムとして、昭和56年12月「神戸市地区計画及びまちづくり協定等に関する条例（まちづくり条例）」を制
定しました。これは、各地区の発意によるまちづくりを、市民との役割を明確にした上で行政が支援しようとする、「協働のまちづ
くり」を具現化するものです。
　平成7年の阪神・淡路大震災からの震災復興事業においても、地区住民等の主体的なまちづくりを実現するため、重要な役割
を果たしました。

■  震災復興市街地再開発事業区域におけるまちづくり協議会

　阪神・淡路大震災後、六甲道駅南地区では４つ、新長田駅南地区では７つの協議会が設立され、地元主体による復興が始ま
りました。

下記に一例として、六甲道駅南地区のまちづくり協議会の活動を紹介します。
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都市・神戸の将来像 
行政（主に神戸市）の資料を中心に
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神戸市が進める都心・三宮の再整備について神戸にゆかりのある皆様がプロモーターとなり、「神戸の都心が変わる！」
というプロモーション活動を行っています。

この空間を実現するための骨格となるものが
「三宮クロススクエア」です。

まちであり、駅である空間、「えき」（6つの駅とバス乗降場）と「まち」をつなぐ空間のことです。
神戸の玄関口としてふさわしい空間を目指します。

◎駅前の道路を自動車から【人と公共交通優先の空間】に
◎民間ビルも活用しながら地下・地上・デッキの3層をより
　【上下移動しやすい空間】に
◎神戸らしさが感じられ、印象に残る
　【玄関口にふさわしい駅前空間】に

こんなことに取り組みます！

http://kobevision.jp
検 索神戸都市ビジョン

外観
イメ
ージ

駅ビルが心地よい空間に！
分かりやすい乗り換えルートへの改善

阪急（東改札口）⇄市営地下鉄
・ バリアフリーのエレベーターの設置
・ 上り下りのエスカレーターの設置
・ 1階部分に利用者のためのゆとりある
　イベントスペースを確保

人を惹きつけ心に残る景観形成

ビルの低層部において、
旧神戸阪急ビル東館のデザインを採用

最上階に港町・神戸の魅力ある景観が
楽しめる開放的な展望フロアを整備

歴史と記憶を未来へと継承し、
風格とにぎわいのあふれる外観を形成

旧神戸阪急ビル東館 建替後のイメージ（低層部）

TO
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1,000人の笑顔と夢が
神戸の都心の未来へつながります。

官民が連携し、こんな空間を目指していきます！

都心・三宮の再整備に関する取り組み等の情報に
ついてはFacebookページ「神戸の都心・三宮」
https://www.facebook.com/kobetoshin/
にて随時更新しています。

check!

『えき　まち空間』ってなに？

「三宮クロススクエア」ってなに？

「えき　まち空間」実現に向けて…

◎三宮の中心部を通過する自動車交通を外周道路へ誘導
◎分かりやすく使いやすい交通手段の検討
◎交通弱者の方や、商業者の荷捌きなどへの配慮

こんなことに取り組みます！

「三宮クロススクエア」の実現に向けて…

三宮交差点を中心として、地区内の6駅（JR、阪急、阪神、地下鉄西神・山手線、地下鉄海岸線、ポート
ライナー）を結ぶフラワーロードおよび中央幹線の一部を、人と公共交通優先の空間にしたものです。
三宮を訪れる人々の活動の拠点・基点として、「えき　まち空間」の象徴となるような空間づくりを
目指します。

阪急電鉄提供
通過自動車交通を外周道路に誘導

まちなかを人優先の空間へ転換

P P

P

阪急三宮ビル建替計画について発表される！
震災以降暫定的な建物として開業されていた神戸阪急ビル東館の建替計画が、阪急電鉄より発表されました。

この事業は神戸市が目指す「えき　まち空間」の創出につながる事業であり、三宮周辺地区の『再整備基本構想』

を踏まえた計画となっています。（予定）ビル内の施設構成（地下3階、地上29階） : オフィス / 商業施設 / 宿泊主体型ホテル

…三宮クロススクエア
…えき　まち空間

現在の三宮交差点 人と公共交通優先の空間イメージ

vol.01
神戸市では、平成27年9月に神戸の都心の未来の姿［将来ビジョン］と

三宮周辺地区の『再整備基本構想』を策定しました。
ここでは都心・三宮の再整備に関する最近の動きを紹介します。
みなさんと一緒になって未来の神戸を創っていきましょう！

住宅都市局　都心三宮再整備課
〒650-8570 神戸市中央区加納町6-5-1 TEL : 078-322-6934 / FAX : 078-322-6095 / MAIL : kobe-toshin@office.city.kobe.lg.jp

市営地下鉄
三宮駅改札口

神戸阪急ビル東館

阪急神戸三宮駅
東改札口

JR三ノ宮駅 西口

神戸阪急ビル東館

吹抜

2階コンコース

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

地下鉄改札階（地下 2階）

改札階（2階）

地上階（1  階）

券売機

神戸阪急ビル東館

イベント
スペース
イベント
スペース

1階コンコース1階コンコース

券売機

ポートライナー
三宮駅

地下鉄
三宮・花時計前駅

阪神神戸三宮駅

JR三ノ宮駅
地下鉄三宮駅

阪急神戸三宮駅



三宮周辺地区の『再整備基本構想』
三宮周辺地区について、今後目指すべき姿や取り組みの方向性を示したものです。
『三宮周辺地区』は、三宮駅を中心とした半径500m程度の範囲を対象としています。

風格ある街並みのデザインの誘導
景観デザインコードを設定することで建築物
や公共施設のデザイン誘導、屋外広告物の
コントロールを行い、神戸らしさを感じられ
る風格ある街並みを誘導します。

分かりやすいバスターミナル
現在分散している中・長距離バス乗降場を集
約し、中央区役所の街区とミント神戸を一体的
に利用したバスターミナルを新たに整備します。

check！

心地良いデザイン

目指すべき将来像

海と山を身近に感じられるコンパクトな都心の中に、活動しやすい空間が形成され、美しい景観や
分かりやすいまちの情報が加わり、誰もが心地よく過ごし、働き、活動することができる。

出会い、イノベーション、そして文化
個性豊かな人やまちが育ち、神戸独自の文化がより一層醸成される。様々な人々の交流・融合に
より技術革新や新産業の創出が起こり、社会経済が持続的に、そしてグローバルに発展する。

しなやかで強いインフラ
復興の過程で培われてきた防災力や、誰もが動きやすく人にやさしい交通体系などを備えた、安全・安心
な社会インフラが都市活動を支えることで、50年後、100年後にもずっと魅力的なまちであり続ける。

神戸の都心の未来の姿［将来ビジョン］

これから目指すべき神戸の都心像をビジュアルに表現することで
分かりやすく共感・共有しやすいものにすることに重きを置いて取りまとめたものです。

人と街に優しい乗り物
さまざまな新しい交通手段、シェアリングサー
ビスや自動運転などの新しい仕掛けも積極
的に検討する。

それぞれの想いで公園を楽しむ
例えば「東遊園地」のような都心にある公園や
広場を、もっとたくさんの人が楽しく利活用
できる場として「活性化」する。

素敵な人と新しい発想に出会う
心地良いまちには魅力的な人が集まってくる。
クリエイティブな人たちが出会い、お互いを
刺激し、新たなアイデアや事業を創出していく。

［将来ビジョン］および『再整備基本構想』については、ホームページ「神戸都市ビジョン」にてご覧いただけます。詳しくは 検 索神戸都市ビジョン

check！

景観
交通

環境・
エネルギー

防災 産業

生活・居住

にぎわいにぎわい

観光・
文化
観光・
文化

都心の将来像を表現する３つの柱 都心に備える８つの軸

気持ちよく動ける2

誰にでも分かりやすい交通結節点へ

笑顔で歩く1
歩くことが楽しく巡りたくなるまちへ

4 海・山、神戸らしさを感じる

人を惹きつけ心に残るまちへ

支え、まもり育て、発信する5

地域がまちを成長させる

3 誘う魅力が溢れる

いつ来てもときめく出会いと発見を
5つの方針

まちづくりの

美しき港町・神戸の玄関口“三宮”

三宮周辺地区

「えき　まち空間」
神戸の象徴となる新しい駅前空間

「えき　まち空間」を中心とした
　地区全体の魅力向上

コンセプト:日々の刺激と物語が生まれる美しき港町・神戸 ～多文化・多世代交流　あなたが参加しているまち～

えき　まち空間（三宮交差点を北方向に見る） 新港突堤からメリケンパーク方面を見る

詳しくは
次のページへ！
詳しくは

次のページへ！
『えき　まち空間』
ってなんだろう？
『えき　まち空間』
ってなんだろう？







神戸の都心の
未来の姿

［将来ビジョン］

これから目指すべき神戸の
都心像を、わかりやすく
共感・共有しやすいものに
することに重きを置いて取
りまとめたもの

国道 2号等
神戸三宮駅前空間の

事業計画

県庁舎等
再整備基本構想

神戸港
将来構想

県庁舎等
再整備基本計画

三宮周辺地区の
『再整備基本構想』

対象：県庁周辺地域 対象：三宮駅を中心とした
　　　半径 500m程度の範囲 対象：神戸港

「港都 神戸」
ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ

対象：ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄ等

２

２．目的と位置付け
都心エリアで現在推進している各ゾーンにおける県市のプロジェクトは、平成 27 年

9 月に策定された “神戸の都心の未来の姿 [ 将来ビジョン ]” の目指すべき都心像を
踏まえ、検討を進めています。
本とりまとめは、県市の各プロジェクトの事業化に向けた検討段階で、それぞれの

ゾーンの役割を確認し、調整を図るとともに、ゾーン間の回遊性の向上を図ることで、
各プロジェクトを連携させ相乗効果を発揮させながら、県市連携のもと都心エリアの
一体的な整備を実現することを目的としています。

H27.9

新たな中･長距離ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙの
整備に向けた雲井通 5･6 丁目

再整備基本計画

R2.3 R2.3

神戸三宮
「えき≈まち空間」

基本計画

神戸市役所
本庁舎２号館
再整備基本計画

H30.9H30.3

H27.9 H29.7H23.3R1.6

検討中

一体的な整備の実現

都心エリアの再整備計画に関する検討会議とりまとめ 
～ 各プロジェクトを連携させて相乗効果を発揮する役割 ～

都心エリアの再整備計画に関する検討会議（神戸市・兵庫県）2020.2



神戸市都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ 地域別構想
 ”三宮～ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄ都心地区編” H30.6

県庁舎等再整備基本構想 R1.6

港都神戸グランドデザイン H23.3

都市の構造をとりまとめるにあたって
参考とした既存の計画

みなとの
もり公園
みなとの
もり公園

至神戸空港至神戸空港

至谷上至谷上

至新大阪至新大阪

東遊
園地
東遊
園地

相楽園相楽園

磯上
公園
磯上
公園

JR・阪急・阪神JR・阪急・阪神

ポ
ート
ラ
イナ
ー

ポ
ート
ラ
イナ
ー

磯上磯上

北野北野

六甲山系六甲山系

都心エリア都心エリア

地下鉄西神・山手線地下鉄西神・山手線

ハーバーランドハーバーランド

メリケンパークメリケンパーク 新港突堤
西地区
新港突堤
西地区

凡 例凡 例

各ゾーン各ゾーン

県庁周辺ゾーン
（山手グリーンフロント）
県庁周辺ゾーン
（山手グリーンフロント）

■ 都心エリアの構造

交通拠点交通拠点

旧居留地旧居留地
元町・南京町元町・南京町

都心東西軸都心東西軸

都心南北軸都心南北軸

中央都心中央都心

５

三宮駅周辺ゾーン
（えき≈まち空間）
三宮駅周辺ゾーン
（えき≈まち空間）

ウォーターフロント都心ウォーターフロント都心

山手都心山手都心

ウォーターフロント中央ゾーン
（新たな創造産業複合ゾーン）
ウォーターフロント中央ゾーン
（新たな創造産業複合ゾーン）ウォーターフロント西ゾーン

（商業・アミューズメントゾーン）
ウォーターフロント西ゾーン

（商業・アミューズメントゾーン）

ウォーターフロント東ゾーン
（新たな都心生活提案ゾーン）
ウォーターフロント東ゾーン
（新たな都心生活提案ゾーン）

三宮クロススクエア三宮クロススクエア

ま
ちのシンボ
ル
軸

ま
ちのシンボ
ル
軸

市役所周辺ゾーン
（港都交流拠点）
市役所周辺ゾーン
（港都交流拠点）神戸

駅
神戸
駅

みなと元町駅みなと元町駅

元町駅元町駅

居留地・大丸前駅居留地・大丸前駅

大倉
山駅

大倉
山駅

県庁前駅県庁前駅

新神戸駅新神戸駅

新神
戸駅

新神
戸駅

三宮花時計前駅三宮花時計前駅

ハー
バー
ラン
ド駅

ハー
バー
ラン
ド駅

三宮駅三宮駅
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■ 各ゾーンの特性と導入すべき機能例

８

神戸の玄関口、交通結節点、都市機能高度集積地区、繁華性、えき≈まち空間、
三宮クロススクエア

駅前広場、ミント神戸、神戸交通センタービル、神戸国際会館、センター街、地下街、
繁華街、サンキタ、公共交通ターミナル、さんきたアモーレ広場、光のデッキ回廊　など

・交通結節点の大幅な強化を図る西日本最大級のバスターミナル機能
・駅に直結する利便性の高さを活かした高規格なオフィス機能や宿泊・商業機能
・多彩な分野の大型作品公演やコンベンションなどの大型の大会や集会等にも対応できる
大規模な多目的ホール機能
・様々なジャンルの文化活動の発表の場として、また、中央区民をはじめとする市民の集会や
公演などの会場として幅広いニーズにフレキシブルに対応できる中規模の多目的ホール機能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

神戸の都心エリアの中心地として６つの駅とバスの乗降場が集積する交通結節点であり、
目指すべき将来像として掲げる「美しい港町・神戸の玄関口 “ 三宮 ”」を 目指し 、快適で
利便性が高く、美しい景観が備わり、様々な市民活動や交流が展開される神戸の象徴となる
新しい駅前空間である「えき≈まち空間」のコンセプトにあった空間づくりが求められます。
「えき≈まち 空間」 は 人 と 公共交通優先 の 公共空間 である「 三宮 クロススクエア」 を核
とし、公共事業と民間事業との相互連携・調整を図り、神戸の玄関口として、ふさわしい空
間を創出します。
また、商業・業務機能をはじめ、多様な都市機能を高度に集積することで、都市核を形成し、
都心エリア全体の活性化につなげる役割が求められます。

三宮駅周辺
～駅を出た瞬間に訪れた人々が自然とまちへ誘われる、「美しき港町・神戸の玄関口」～　（えき≈まち空間）

ゾ
ー
ン
の
特
性

導
入
す
べき
機
能
例

新たなバスターミナルビルイメージパース
（事業者の提案であり、パースのとおり実現すると決まったものではありません）

南側から見た三宮クロススクエア

北側から見た三宮クロススクエア

サンキタエリアイメージパースサンキタ通りイメージパース

バスターミナル乗降場イメージパース

特性を表すキーワード

地域資源

都心エリアの再整備計画に関する検討会議（神戸市・兵庫県）2020.2



９

県庁周辺は、六甲山の裾野に位置し、相楽園、県公館、神戸栄光教会等の歴史的資産に加え、
県関係団体や教育・文化施設が集積し、歴史に裏打ちされた文化的な佇まいを持っています。
行政機能、芸術文化機能の充実に加えて、にぎわい交流機能を付加し、多様な都市機能の集
積と連携によって、オープンイノベーション拠点「山手グリーンフロント」を創出し、品格と
にぎわいのあるまちを目指します。
にぎわい交流機能としては、民間事業者の運営による宿泊・滞在機能、オフィス機能、教育・
研究機能、商業機能等の導入を想定しており、「山手グリーンフロント」のコンセプト（安全・
安心、にぎわい創出、生きがいと自己実現、品格と創造、地域との調和）に適合する機能の
集積を目指します。
また、それらの機能が融合することで、多様な人々の活動の場となることを目指します。
あわせて、県庁周辺再整備を契機として、元町駅周辺の再整備が進むよう、民間投資を誘導
していくことが必要です。

県庁周辺
～品格とにぎわいのあるイノベーション拠点「山手グリーンフロント」～

導
入
す
べき
機
能
例

・現在の県民会館の持つ芸術文化機能として、ホール、ギャラリー、研修室など県民の
自己実現や生きがいに貢献できる施設を拡充・整備するとともに、地域や県内外の
人びとが集う幅広い活動ができる場を整備
・「山手グリーンフロント」のコンセプトとの親和性に配慮した宿泊・滞在機能
・ＩＴ・金融などの先端企業からスタートアップまで多様な企業・団体が利用することを
想定したオフィス・会議室機能
・大学・専門学校等が入居するネットワーク拠点等を導入し、若者のみならず学び直し
ニーズの社会人を含めた利用者を想定した教育・研究機能
・周辺住民の日常生活をサポートするとともに、利用者間の交流にも繋がる商業機能 など

将来イメージ
（プロポーザル応募時のものであり、基本計画の内容にあわせて修正予定）

兵庫県公館

聖ミカエル教会神戸栄光教会

相楽園

山手グリーンフロント、品格、閑静、傾斜地

兵庫県庁、相楽園、兵庫県公館、神戸栄光教会、聖ミカエル教会、六甲山、
諏訪山公園、兵庫県警本部、大学等の教育施設　など

特性を表すキーワード

ゾ
ー
ン
の
特
性

地域資源
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10

三宮駅前とウォーターフロントの中間点に位置し、新たな神戸の港と都の文化、魅力、人々
が交流しあう場所として、市役所と東遊園地を一体的に「港都交流拠点」と位置づけており、
旧居留地や磯上など、周辺のまちへの回遊拠点としてにぎわいに資する機能の導入が求めら
れます。
このことから、本庁舎としての必要な機能を確保しながら、市民や来街者に向けて、神戸
らしい魅力的な文化や都市景観等を発信するとともに、周辺のまちづくりの活性化を牽引する、
シンボリックな空間の整備を図る必要があります。
また、都心の核となる貴重な緑のオープンスペースである東遊園地や花のまちのイメージ
を演出する神戸のメインストリートであるフラワーロードに面しており、それらと連携した
一体的な整備を図る必要があります。

市役所周辺
～港と都の文化、魅力、人々が交流しあう場所「港都交流拠点」～

導
入
す
べき
機
能
例

・旧居留地の国際交流拠点としての歴史性を踏まえた国際都市神戸にふさわしい高質な
宿泊・滞在機能やビジネス拠点
・市民をはじめとする国内外の来街者の新たなコミュニティを生む交流機能
・クラシック音楽の生音の響きを活かせる特徴ある中規模音楽ホールとしての機能
・神戸の文化や地域情報を発信する情報発信機能
・日常的にくつろげる、市民のアウトドアリビングとなる広場機能
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

東遊園地から見た市役所本庁舎１号館

東遊園地の再整備イメージパース フラワーロード光のミュージアム

こども本の森神戸イメージパース

税関前歩道橋イメージパース

花と緑

港都交流拠点、回遊拠点、花と緑、メインストリート

神戸市役所、旧居留地、東遊園地、磯上、フラワーロード、神戸花時計、
慰霊と復興のモニュメント、こども本の森神戸、神戸ルミナリエ、
神戸マラソン、神戸まつり、アーバンピクニック、光のミュージアム、など

特性を表すキーワード

ゾ
ー
ン
の
特
性

地域資源
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・海上交通のターミナル機能
・ウォーターフロント都心としての創造産業や、商業、業務、観光居住機能

11

神戸の都心のウォーターフロントは、東西に広く拡がっており、西・中央・東の３つのゾーン
から構成されます。
西ゾーンは、ハーバーランドをはじめ、中突堤やメリケンパークなどの親水空間として、

みなと神戸を象徴するゾーンであるとともに、観光クルージング拠点として活用されており、
将来的にも商業、宿泊、観光、レクリエーション等の機能を中心とした商業・アミューズ
メントゾーンとして機能強化を図っています。
中央ゾーンは、陸の玄関口である三宮駅からも神戸のメインストリートであるフラワー

ロードと直結し、海や山を見渡せる優れた眺望景観など、ウォーターフロントのコアゾーン
としての高いポテンシャルを活かした新たな創造産業複合ゾーンの形成を図っています。
東ゾーンは、ＨＡＴ神戸の大規模な居住機能を中心とした新たな都心生活提案ゾーンの

形成を図っており、都心エリアとしては、東ゾーン西側の研究・業務複合エリアが含まれ、
新たな複合的都市機能の導入を図ります。

ウォーターフロント
～ウォーターフロントを満喫できるみなとまち神戸のシンボルゾーン～　（港都神戸）

導
入
す
べき
機
能
例 など

・商業アミューズメントゾーンとしての商業、宿泊、観光、レクリエーション機能
・“みなと神戸 ”を象徴するランドマークを有する観光エントランスエリアとしての
観光・クルーズ機能  

メリケンパーク（夜景） 新港突堤西地区（第１突堤基部）再開発事業イメージパース

上空から見た神戸港

ＫＩＩＴＯ 中突堤再整備イメージパース

連節バスイメージパース

海の玄関口、ウォーターフロント、港都神戸、観光、リゾート性、親水空間

神戸ポートタワー、メリケンパーク、クルーズ船、神戸ハーバーランド、
櫛型突堤、神戸税関、KIITO、レンガ倉庫、水際プロムナード、
みなとの森公園（神戸震災復興記念公園）、ポートターミナル、みなと神戸花火大会　など

特性を表すキーワード

ゾ
ー
ン
の
特
性

西ゾーン

中央
ゾーン

など

地域資源
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神戸
駅

神戸
駅

みなと
元町駅
みなと
元町駅

元町駅元町駅

みなとの
もり公園
みなとの
もり公園

東遊
園地
東遊
園地

相楽園相楽園

磯上
公園
磯上
公園

JR・阪急・阪神JR・阪急・阪神

磯上磯上

北野北野

六甲山系六甲山系

都心エリア都心エリア

地下鉄海
岸線

地下鉄海
岸線

地下
鉄西
神・山

手線

地下
鉄西
神・山

手線

ハーバーランドハーバーランド
メリケンパークメリケンパーク

新港突堤
西地区
新港突堤
西地区

居留地・大丸前駅居留地・大丸前駅

大倉
山駅

大倉
山駅

県庁前駅県庁前駅

新神戸駅新神戸駅

新神
戸駅

新神
戸駅

三宮花時計前駅三宮花時計前駅

ハー
バー
ラン
ド駅

ハー
バー
ラン
ド駅

県庁周辺ゾーン
（山手グリーンフロント）
県庁周辺ゾーン
（山手グリーンフロント）

市役所周辺ゾーン
（港都交流拠点）
市役所周辺ゾーン
（港都交流拠点）

三宮クロススクエア三宮クロススクエア

■ ４つのゾーンをつなぐ回遊ネットワークの形成

旧居留地旧居留地

元町・
南京町
元町・
南京町

13

三宮駅周辺ゾーン
（えき≈まち空間）
三宮駅周辺ゾーン
（えき≈まち空間）

ウォーターフロント中央ゾーン
（新たな創造産業複合ゾーン）
ウォーターフロント中央ゾーン
（新たな創造産業複合ゾーン）ウォーターフロント西ゾーン

（商業・アミューズメントゾーン）
ウォーターフロント西ゾーン

（商業・アミューズメントゾーン）

ウォーターフロント東ゾーン
（新たな都心生活提案ゾーン）
ウォーターフロント東ゾーン
（新たな都心生活提案ゾーン）

ま
ちのシンボ
ル
軸

ま
ちのシンボ
ル
軸

三宮駅三宮駅

至神戸空港至神戸空港

至谷上至谷上

至新大阪至新大阪

ポ
ート
ラ
イナ
ー

ポ
ート
ラ
イナ
ー

自動車交通軸自動車交通軸

凡 例凡 例

ゾーンをつなぐ
歩行者回遊軸（強化を検討）
ゾーンをつなぐ
歩行者回遊軸（強化を検討）

回遊の拠点[シンボル型]
（強化を検討）
回遊の拠点[シンボル型]
（強化を検討）

回遊の拠点[まちかど型]
（強化を検討）
回遊の拠点[まちかど型]
（強化を検討）

歩行者回遊軸歩行者回遊軸

コベリンポート（現況）※1コベリンポート（現況）※1

シティループバスルート（現況）※２シティループバスルート（現況）※２

連節バスルート※３
（令和３年４月本格運用予定ルート）
連節バスルート※３
（令和３年４月本格運用予定ルート）

※３ 神戸駅・新神戸駅への接続も検討中※３ 神戸駅・新神戸駅への接続も検討中

※１ 都心エリアの整備状況により検討※１ 都心エリアの整備状況により検討

※２ 都心エリアの整備状況により検討※２ 都心エリアの整備状況により検討

交通拠点交通拠点

各ゾーン各ゾーン
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主要な取り組み 
神戸市の資料より



メリケンパーク再整備

KOBEパークレット

まちなか拠点

葺合南54号線

阪急
JR駅ビル

バスターミナル

プラッツ

本庁舎2号館

東遊園地

第1突堤基部

三宮クロススクエア

えき≈まち空間

整備完了

整備中

計画段階

新中央区
総合庁舎

新港突堤西地区再開発

兵庫県庁

29

税関前歩道橋

都心三宮再整備　主要プロジェクト

三宮クロススクエアのイメージ



えき≈まち空間基本計画 
2018.9 神戸市

えき≈まち空間基本計画
2018.9 神戸市

49
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  にぎわいのある「人が主役」の公園  

葺合南 58 号線 

東遊園地再整備基本設計（神戸市）2020.9
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 (3) 施設・ファニチャー 
 

 

東遊園地再整備基本設計（神戸市）2020.9



 

12 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

※イメージパースはいずれも検討段階のものであり、今後変更になる可能性があります。 

 
「（仮称）こどものための図書館」は、建築家の安藤忠雄氏から神戸市に対して寄付されるもので、

「こどもたちが命の大切さを学び、豊かな感性と創造カを育む場」を基本コンセプトとし、神戸のこ

どもたちが、都心の公園の中で自由に本にふれあうことで、神戸の歴史や文化に出会い、震災の教訓

から命の大切さを学び、創造力を育めるような施設として整備します。また、市では既存施設や周辺

の園地を再整備することで、南側エリア全体をこどもと花の空間としていきます。 

 ■施設概要 
建築面積：約 600 ㎡ 

 延床面積：約 600 ㎡ 
 蔵書数 ：概ね 2 万 5 千冊程度 
      絵本を中心に、図鑑、写真集、 
      児童文学、震災・神戸関連の 
      ものを揃える 
  

イメージパース 
（安藤忠雄建築研究所提供） 

 
平成 27（2015 年）から実施した社会実験の成果などを受けて、神戸市では市の許可を受けた民

間事業者が出資して公園施設を整備・運営する制度（Park-PFI）の導入を決定し、令和元（2019）

年に事業者の公募を行ない事業者が決まりました。 

東遊園地が市民みんなのキャンパスとして、繰り返し訪れて楽しむ公園へと発展するため、拠点施

設をはじめとする公園全体において、イベント・プログラムの開催や、市民の自由なアクティビティ

を促進するものです。施設は、多様な性格をもつ広場等に面し、フラワーロード側からも芝生広場側

からも来場者を迎え入れる拠点として計画します。 

■施設概要 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

イメージパース（整備・運営事業者提供） 

 
三宮周辺地区とウォーターフロントの再開発とあわせて両者の回遊性を高めるため、国道 2 号と

フラワーロードが交差する税関前交差点において、『渡りたくなる歩道橋』をテーマに、斬新で高い

デザイン性を持ちながら、構造面及び施工面においても実現性の高い歩道橋を実現するために、平成

30（2018）年に設計コンペを実施してデザイン等を決定しました。 

東遊園地の南側エリアとみなとのもり公

園、新港突堤西地区とをつなぎ、緩やかな

カーブの平面形態と主塔・吊り構造のケー

ブルなどが織りなす曲線的なデザインが美

しい新歩道橋は、令和 5（2023）年春に

完成予定です。 
 

イメージパース 

 

延床面積：約 200 ㎡ 
鉄骨造・平屋建て 
整備・運営主体： 
株式会社村上工務店、 
株式会社ティーハウス建
築設計事務所、一般社団
法人リバブルシティイニ
シアティブ 

東遊園地再整備基本設計（神戸市）2020.9



①基準時（条例施行時：令和2年7月1日）に存する建築物を除却し、その敷地に建築物
を新築（建替）する場合で、住宅等の用途に供する部分の床面積の合計が基準時より
増加しないものについては、本制限を適用しません。

■特別用途地区の内容
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神戸市役所2号館

中央幹線

（問い合わせ先）神戸市役所 TEL：078-331-8181（代表）
・特別用途地区（都心機能誘導地区）の指定に関して ⇒ 都市局 都市計画課
・具体的な建築計画、既存不適格建築物の取扱いに関して

⇒ 建築確認申請を出される指定確認検査機関等

特別用途地区（都心機能誘導地区）の概要
～令和２年７月１日より制限が施行されます～

令和元年７月
神戸市都市局・建築住宅局

（２）既存の建築物（建築基準法第３条第２項に規定する建築物）に対する取扱い多様な都市機能と居住機能とのバランスのとれた魅力と活気あ

ふれる都心づくりをめざして、平成30年11月に都心の土地利用

誘導施策をとりまとめ、平成31年3月５日に都市計画法に基づ

き、都心の商業地域に特別用途地区（都心機能誘導地区）を指定。

令和元年7月４日、神戸市民の住環境等をまもりそだてる条例に

より、その区域の制限に関して必要な規定を定めました。

※用途地域や指定容積率等の変更はありません。

※「住宅等」とは（都心機能誘導地区における定義）

①建築基準法別表第２(い)項第１号から第３号に掲げる建築物

住宅・兼用住宅・共同住宅、寄宿舎又は下宿

②建築基準法第52条第３項に規定する老人ホーム等

老人ホーム、福祉ホームその他これらに類するもの（居住のための施設としての

継続的入所施設である社会福祉施設、有料老人ホーム及び更生保護施設）

■ その他都市計画制度（都市再生特別地区）による制限緩和

都心機能高度集積地区については、民間事業者から都市計画提案制度を活用してSOHO

（オフィス兼用住宅）やホテルレジデンス（ホテルサービス付き住戸）など駅前の業務機能

の高度な集積に一定寄与すると考えられる用途を含む事業提案があった場合は、その必要性

を判断したうえで、都市再生特別地区の指定により一部導入を認めていきます。

②一定の範囲内での増築・改築，大規模な修繕・模様替については行うことができます。

※詳細な区域については、都市局計画部指導課に

備え付けの「ゆーまっぷ」でご確認下さい。

（１）建築制限の内容

住宅等※の建築を禁止都心機能高度集積地区

※全体で６００％まで建築可能ですが、住宅等の容積率

は４００％までしか建築できません。

都心機能活性化地区

住宅等の用途に供する容積
率の上限を400％とする
ただし、敷地面積1000㎡
未満はこの制限が適用除外

住宅等

600%

床面積6,000㎡

【建替え例】基準容積率が600％（敷地面積1000㎡）の場合

住宅等

条例施行時と

同じ床面積（6000㎡）

まで建替え可能

条例施行時の建物 １回目の建替え ２回目の建替え

住宅等

条例施行時と

同じ床面積（6000㎡）

でも建替え不可

※都心機能活性化地区の場合、

住宅等の容積率は400%まで

なお、総合設計制度を適用している建築物等については、別途取扱が定められています。

一定の範囲【増築・改築等に対する緩和の規定】
◎増築・改築⇒以下の条件を全て満たす場合，増築・改築が可能。
・基準時点の敷地面積に対して増改築後の容積率・建蔽率が現時点での建築

基準法の規定に適合すること
・増築後の床面積の合計が基準時点における床面積の合計の1.2倍を超えな

いこと
・増築後の条例不適合部分の床面積の合計が，基準時点における当該部分の

床面積の1.2倍を超えないこと
・用途の変更を伴わないこと
◎大規模な修繕・模様替⇒用途の変更を伴わない場合に限り可能

第２版 令和１年７月８日



しかし、近年、都市機能の

充実や交通利便性の高さなど

から、高容積率を活用した大

規模マンションが多く建設さ

れ、人口は震災前（平成２年）

の約1.6倍に増加しています。

都市の活力とにぎわいを創出

するためには、働く場とともに

一定の定住人口が必要であり、

都心においても同様です。

しかし、過度に居住機能が

増加すると、商業・業務などの

都市機能の立地阻害や小学校な

ど子育て関連施設の不足、災害時の避難場所・備蓄のさらなる確保などの課題が懸念されるため、

都市機能とバランスのとれた都心居住を誘導していく必要があります。

・特別用途地区の制限内容は、「神戸市民の住環境等をまもりそだてる条例」に定めています。

-３- -４-

（特別用途地区の指定について）

※「特別用途地区」とは？

都市計画法に基づき、地区の特性にふさわしい土地利用の増進等を図るため、用途地域

を補完して定める地域地区で、区域は都市計画で定め、制限内容は建築基準法に基づく条

例で定める。

１．背景
神戸の都心の商業地域は、神戸市都市計画マスタープランで「高度商業・業務地」に位置づ

けられており、商業、業務、行政、文化、観光など、多様な都市機能を高度に集積させるため、

市内の他のエリアと比べて高い容積率を面的に指定しています。

用途地域図（都心部抜粋）
第一種低層住居専用地域

第二種低層住居専用地域

第一種中高層住居専用地域

第二種中高層住居専用地域

第一種住居地域

第二種住居地域

準住居地域

近隣商業地域

商業地域

準工業地域

工業地域

工業専用地域

都心の商業地域

都市再生緊急整備地域

三宮
元町

神戸

新神戸

えき≈まち空間

・定住人口が急激に増加している都心の商業地域（p.3用途地域図参照）の現状をふまえて、

都市機能とバランスのとれた都心居住を誘導していくため、特別用途地区（都心機能活性化

地区）を指定しています。

・なかでも、三宮駅周辺は「えき≈まち空間」

として、人と公共交通優先の公共空間の再整備

や景観形成、多様な都市機能の集積に官民が連

携して取り組み、神戸の玄関口にふさわしい高

質な空間づくりを行っていくエリアです。

このため、「えき≈まち空間」の範囲をベース

に、商業・業務などの都市機能に特化した土地

利用を誘導していくため、特別用途地区（都心

機能高度集積地区）を指定しています。

⇒制限内容はp.１、p.２をご覧ください。

：都心機能高度集積地区

２．都心の土地利用誘導施策
多様な都市機能と居住機能とのバランスのとれた魅力と活気あふれる都心づくりを目指し

て、以下の３つの基本方針と具体の施策を取りまとめ、順次実施していっております。

特別用途地区の指定

都市計画決定（区域）

「神戸市民の住環境等をまもりそだてる条例」
の一部改正（制限内容）

①都市機能の活性化策

・民間事業による都市機能の誘導、
活性化を促進します。

・特に三宮駅周辺は、多様な都市機能の
集積を高めていきます。

②バランス良い都心居住の誘導策

・都市機能とバランスのとれた都心居住
を誘導します。

③回遊ルートでのにぎわい創出に
むけた取り組み

・歩いて楽しむ回遊ルートの魅力を
高めます。

総合設計制度の要領改正
（容積率緩和の拡大(住宅等をのぞく)）

企業誘致施策の拡充
附置義務駐車場の隔地の要件緩和等

総合設計制度の要領改正
（住宅等への適用を除外）

地域との協働のまちづくりにより、建物低層部に店舗などを誘導
する地区計画の活用など

（令和2年7月１日より運用開始予定）

基本方針 具体の施策

R１.７.４ 用途地域図（抜粋）

（平成31年3月5日 告示）

（令和1年7月４日 公布／令和2年7月1日 施行予定）

令和2年7月1日より運用開始予定）
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令和1年度 令和2年度

（都心の土地利用に関する検討経過）
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書

公
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H27.9 H28.7 H30.3

H31.3.5
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別
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H30.11
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見
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意
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募
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都市計画法（区域）に関する手続き

建築基準法（制限）に関する手続き

都心の土地利用誘導施策 検討の経緯

都心の土地利用誘導施策の体系図
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神戸市役所

兵庫県庁

（平成28年10月指定）

平成14年10月指定
平成25年  7月拡大

都市再生緊急整備地域

特定都市再生緊急整備地域
【98ha】

【45ha】

14

（３）民間活力の導入促進
■ 都市再生緊急整備地域
現在、神戸の都心では、三宮駅周辺・臨海地域において、民間開発に対して土地の
高度利用を図るための法制上の支援や税制支援等が措置される「都市再生緊急整備地域」
の指定を受けています。
これまで検討してきた４つのゾーンのうち、三宮駅周辺ゾーン、市役所周辺ゾーン、
ウォーターフロントゾーンは当地域に含まれており、各種プロジェクトが具体化しつ
つあります。一方、当地域外に位置する県庁周辺ゾーンでも、令和元年 6 月に「県
庁等再整備基本構想」を策定し、民間活力を導入したにぎわいづくりを進めることとし
ています。
今後、都心エリア全体の活性化や魅力向上に資するものとして、民間開発に対する
支援措置のある都市再生緊急整備地域の拡大が考えられます。

都市再生緊急整備地域の指定状況
都心エリアの再整備計画に関する検討会議（神戸市・兵庫県）2020.2



都市空間の展開　世界の都市はなにをやっているか



Walkable City 
歩きやすくコンパクトな都市空間で構成され、
❶快適な歩行空間の確保、❷歩きたくなるような魅力的な都市空間、❸公共交通や自転車
などを組み合わせて適度な運動が可能な交通体系、❹外出機会の増加により、
健康の増進を図るというライフスタイル全般を視野に入れた概念

都市の成熟化における人口変化や産業構造の転換、環境負荷軽減、中心市街地活性化などの課題に対
し、自動車から人中心への都市への転換を目指した都市空間の再編を図りつつ、人中心の都市空間の実
現するWalkable Cityへの転換が求められている。
ポートランド、メルボルン、コペンハーゲン、ニューヨーク、パリ、台北・・・



パブリックライフ学



ある都市を思うとき、最初に心に浮かぶものは街路である。
街路が面白ければ都市も面白く、街路が退屈であれば都市も
退屈である。 

（J・ジェイコブス　アメリカ大都市の死と生、鹿島出版会（1977））

機能主義に基づく 
近代都市計画の批判 
都市における多様性 

①複数の機能 
②狭く折れ曲がった街路・
短いブロック 

③古い建物 
④十分な人口密度 



A PUBLIC SPACE GUIDE BY GEHL ARCHITECTS

A guide to the public spaces in Copenhagen...

Public Spaces in Copenhagen
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99,770
95,750

82,820

66,150

49,200

First pedestrian promenade in 1962: 15,800 m2.

By 1973, the network of pedestrian streets 
connected the most important locations in the 
city centre: 49,200 m2.

The network of car-free streets and squares in 
2005: 99,770 m2. 

The City   Copenhagen

Correspondingly, car owners have had time to get 
accustomed to the idea that it has become more difficult to 
drive to and park in the city centre, but much easier to bicycle 
or use public transport. Thus people have had time to change 
their traffic habits and patterns. 

Public space policy 
– many small steps toward a better city 
Finally it has become easier for the city’s politicians to 
take the many small step-wise decisions on the basis of 
previously successful measures. These many small decisions 

have led to an unusually attractive city centre, a relatively 
modest number of cars, and a profusion of public life quite 
extraordinary by Scandinavian standards.

All in all a development that must be attributed to a strategy 
of many small steps.

From 1962 and onwards, streets and squares were converted to pedestrian areas, which give attractive conditions for walking and recreation.
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A METROPOLIS 
FOR PEOPLE

VISIONS AND GOALS FOR URBAN LIFE IN 
COPENHAGEN 2015

ADOPTED BY THE CITY COUNCIL
MORE PEOPLE TO WALK MORE
A metropolis for people is a great city to walk in. Walking is our most basic form 
of movement. It is easy, healthy, sustainable and costs nothing to walk instead of 
taking the car.  It o!ers us the opportunity to use our senses, to go on a voyage of 
discovery and to meet other people. Walking is urban life. So, Copenhagen invites you 
to walk – in greater comfort and safety and more easily able to get from A to B. 

Our goal is:
To increase the amount of pedestrian tra"c by 20% by 2015 compared to today

MORE PEOPLE TO STAY LONGER
Some urban life is governed by necessity. We have to do the shopping, fetch the 
children, go to and from work irrespective of how the city is laid out and equipped.
All the fun things, recreational life in the city, the experiences and our personal 
enjoyment and expressions will only happen if it is a pleasurable place to be. For this 
reason, we will create squares, parks, streets and waterside quays which invite more 
people to stay there longer - both in the city centre, in new urban areas as well as 
where we live and go around on a daily basis.

Our goal is:
By 2015, Copenhageners will spend 20% more time in urban space than they do 
today.

MORE URBAN LIFE FOR ALL
 
When we talk about a metropolis for people we mean a city for all. Copenhagen will 
have a varied urban life o!ering everybody the opportunity to participate irrespective 
of age, social status, ethnic background, finances or handicap.   
We will prioritize daily urban life highly while at the same time creating the possibi-
lity for the secret, the eccentric and the temporary to flourish. For these reasons, we 
will create more urban life for everybody with a variety of urban space and activities 
twenty-four hours a day all the year round. 

Our goal is:
By 2015, 80% of Copenhageners will be satisfied with the opportunities they have for 
taking part in urban life. 

7
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First pedestrian promenade in 1962: 15,800 m2.

By 1973, the network of pedestrian streets 
connected the most important locations in the 
city centre: 49,200 m2.

The network of car-free streets and squares in 
2005: 99,770 m2. 

The City   Copenhagen

Correspondingly, car owners have had time to get 
accustomed to the idea that it has become more difficult to 
drive to and park in the city centre, but much easier to bicycle 
or use public transport. Thus people have had time to change 
their traffic habits and patterns. 

Public space policy 
– many small steps toward a better city 
Finally it has become easier for the city’s politicians to 
take the many small step-wise decisions on the basis of 
previously successful measures. These many small decisions 

have led to an unusually attractive city centre, a relatively 
modest number of cars, and a profusion of public life quite 
extraordinary by Scandinavian standards.

All in all a development that must be attributed to a strategy 
of many small steps.

From 1962 and onwards, streets and squares were converted to pedestrian areas, which give attractive conditions for walking and recreation.

Gehl Architects · Urban Quality Consultants · Gl. Kongevej 1, 4.tv · 1610 Copenhagen V · Denmark · www.gehlarchitects.dk 3

99,770
95,750

82,820

66,150

49,200

First pedestrian promenade in 1962: 15,800 m2.

By 1973, the network of pedestrian streets 
connected the most important locations in the 
city centre: 49,200 m2.

The network of car-free streets and squares in 
2005: 99,770 m2. 

The City   Copenhagen

Correspondingly, car owners have had time to get 
accustomed to the idea that it has become more difficult to 
drive to and park in the city centre, but much easier to bicycle 
or use public transport. Thus people have had time to change 
their traffic habits and patterns. 

Public space policy 
– many small steps toward a better city 
Finally it has become easier for the city’s politicians to 
take the many small step-wise decisions on the basis of 
previously successful measures. These many small decisions 

have led to an unusually attractive city centre, a relatively 
modest number of cars, and a profusion of public life quite 
extraordinary by Scandinavian standards.

All in all a development that must be attributed to a strategy 
of many small steps.

From 1962 and onwards, streets and squares were converted to pedestrian areas, which give attractive conditions for walking and recreation.

Public Spaces in Copenhagen 
GEHL ARCHITECTS
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Right: Green bicycle lane. 2.500 city bikes were introduced in 2004 and can be borrowed for a small deposit. 

The City   Copenhagen

of comprehensive studies of urban life throughout central 
Copenhagen in 1968, 1986, 1995 and 2005, supplemented 
with many smaller studies of individual locations, have 
made it possible to follow the development of urban life in 
step with the many improvements made since 1962. These 
findings have been documented in the books “Public Spaces 
- Public Life, Copenhagen 1996” and New City Life (2006).

The city-wide surveys shows that over time, there has been 
heavy growth especially in the recreational activities of the 
city.

Pedestrian activities have been notably constant since the 
heavy growth that occured immediately after the main 
streets were converted to walking streets in the 1960s. 
What has changed dramatically is the extent of non-walking 
activities. 
In the almost 40 years years in which the development of 
public life has been followed, the number of people who 
engage in recreational activities on the streets and squares of 
the city centre on a summer day has increased by 3.5 times. 
In this connection it is interesting to note that the extent of 
the city’s car-free area has also increased 3.5 times from 

Number of café chairs throughout the inner city study area 1986-2005

The number of café chairs rose by 61% from 1986-1995.
The number increased by another 47% from 1995-2005.  

1986

2,970

1995

4,780

2005

7,020

Municipal boundary. Peak-hour traffic towards the city centre in the peak 
hour. Cycle traffic in and out of the city centre has almost doubled since 
the 1970s.

1970 1980 1990 2000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

1968 to the corresponding study in 1995. Every time the 
city has expanded the pedestrian area by 14 square metres, 
another Copenhagener has turned up and set himself down 
to enjoy what the city has to offer.

A walking tour through central Copenhagen on a summer 
day shows a level and variety of activity and that was simply 
unthinkable 30 or 40 years ago. A new city culture has risen 
from the new city spaces, disproving the sceptics who said 
that Danes would never use public space.

As Copenhageners have come to enjoy life in city spaces, 
the outdoor season has been extended and now stretches 
almost all year. The gradual transformation of the city 
centre from car culture to pedestrian culture has made 
possible a gradual development of city life and city culture. 
Copenhageners have grown accustomed to the new 
possibilities and have had the time and the opportunity to 
develop the versatile public life that is now characteristic of 
Copenhagen.

Public Spaces in Copenhagen 
GEHL ARCHITECTS
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THE MOST POPULAR SPOTS TO SPEND TIME

Throughout the summer of 2013, tra!c counts were carried out in many of Copen-
hagen’s squares and shopping streets where people spend time in the urban space.

On the Top 10 list of the most popular spots, Nyhavn is the urban space with the 
largest number of visitors. On average, there are 550 people per hour on a summer 
day. This are followed by the beach by Svanemøllebugten (an average of 480 people 
per hour) and Amagertorv in the Inner City (an average of 260 people per hour). 

The recorded activities o"er a snapshot of life in selected urban spaces: the extent 
of activities and the distribution of activities at any given time during a summer day. 
Thus, the count does not reflect how many people visit a given space over the course 
of a whole day but whether the urban space encourages people to spend some time 
there. Comparing the activities for the various urban spaces shows that Copenha-
geners engage in a wide range of activities in the urban space. The main categories 
include using the public benches, sitting in cafés and standing.
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TOP 10 URBAN SPACES IN TERMS OF 
THE NUMBER OF VISITORS 
Average number of extended visits per hour between 10:00 and 18:00

THE COLUMNS SHOW THE 
AVERAGE NUMBER OF 
PEOPLE SPENDING TIME 
IN THE URBAN SPACE PER 
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·-NACTO 

I 
National Association of City Transportation Officials 
120 Park Avenue, 20"' Floor 
New York, NY10017 
www.nacto.org 

/////////////////////////////////////////////////////////////// 

ABOUTNACTO 
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

NACTO MEMBER CITIES 

NACTO's mission is to build cities 
as places for people. with safe. 
sustainable. accessible and equitable 
transportation choices that support 
a strong economy and vibrant quality 
of life. 
The National Association of 
City Transportation Officials is a 
501(c)(3) nonprofit association 
that represents large cities on 
transportation issues of local, 
regional. and national significance. 
The organization facilitates the 
exchange of transportation ideas, 
insights. and best practices among 
large cities. while fostering a 
cooperative approach to key issues 
facing cities and metropolitan areas. 
As a coalition of city transportation 
departments. NACTO is committed to 
raising the state of practice for street 
design and transportation by building 
a common vision. sharing data. 
peer-to-peer exchange in workshops 
and conferences, and regular 
communication among member 
cities. 
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Vancouver. WA 
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The Promises and Perils of Automation 
Automated vehicle technology holds many promises for cities, but the potential 
benefits of automation are not guaranteed. City policies must proactively guide the 
technology to prioritize people-centric design. 
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This future is not guaranteed-and 
history shows we could easily end 
up with the opposite. Traffic and 
emissions could skyrocket, "robo-
routes"-walls of autonomous 
vehicles with few gaps-could 
divide communities, people could 
be relegated to inconvenient and 
unpleasant pedestrian bridges, and 
high-priced, inequitable mobility 
could supplant transit. 
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Café

LOCAL GATHERING PLACES

SHARED COMMUNITY OPEN SPACE INCLUDING FOOD GROWING

COMMUNITY CENTRES

EMPLOYMENT CENTRES

LOCAL 
BUS SERVICES

PUBLIC TRANSPORT TO KEY CENTRES

PARKS AND GREENERY

CYCLING AND WALKING

CYCLING AND WALKING

PLAYGROUND

LOCAL SHOPS AND SERVICES

VARIETY
OF HOUSING 

TYPES

DAY CARE CENTRES AND SCHOOLS

FIGURE 13: THE 20-MINUTE NEIGHBOURHOOD
SOURCE: DEPARTMENT OF TRANSPORT, PLANNING AND LOCAL INFRASTRUCTURE, 2013

WORK HUBS

FIGURE 14 – THE 20-MINUTE NEIGHBOURHOOD
SOURCE: DEPARTMENT OF TRANSPORT, PLANNING AND LOCAL INFRASTRUCTURE, 2013

PROTECTING  
MELBOURNE’S HERITAGE
Melbourne is recognised for its well-preserved heritage 
buildings, its strong and distinctive modern architectural 
character, and its well-designed urban spaces. Effective 
heritage protection and quality urban design improve 
people’s experience of the city and are fundamental to our 
liveability and sense of identity. However, more can be done 
to strengthen Melbourne’s credentials as a distinctive and 
well-designed city.

There are many examples of successful change in Melbourne’s 
history. The coming decades will bring new opportunities 
to reinterpret and reshape our public spaces, and to renew 
ageing precincts and public spaces with new people, 
businesses and vibrant new uses. While it is inevitable 
that during times of growth there will be tensions between 
preserving the best of the past and building for the future,  
we need to manage future growth and change so Melbourne’s 
distinctive characteristics and heritage are maintained and its 
liveability is enhanced.

STRENGTHENING  
MELBOURNE’S IDENTITY
Melbourne’s cultural and sporting venues are integral to the 
city’s identity. Our stadiums, convention facilities, libraries, 
museums, galleries, performing arts venues, parks and open 
spaces all contribute to making Melbourne a vibrant, creative 
city that supports a busy year-round calendar of events 
and festivals. These things help define the city and make 
Melbourne attractive to residents, visitors and investors.

To maintain our city’s reputation and global competitiveness, 
we will ensure that we maintain and expand our cultural, 
sporting and convention infrastructure and add to it with 
new, world-class facilities. As part of this process, we will 
focus on achieving a higher standard of design excellence 
in our buildings and urban landscapes, by establishing 
consistent processes that promote excellent design outcomes 
in both public- and private-sector developments and 
embedding them in the planning system.

PLAN MELBOURNE より
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都市機能や空間の再編 20minute neighborhood
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居場所
空店舗活用まちとつなぐ

空店舗活用



資料：ニューヨーク125番街 BID

エリアマネジメント
地域における良好な環境や 
地域の価値を維持・向上させる 
ための、住民・事業主・地権者等 
による主体的な取組み

B　I　D  
(Business Improvement District)
国際的に普及するエリアマネジメント制度 
類似制度を含めると欧米で約２,０００地区 

①地理的に区画され、 
②徴収される負担金+収入+補助金 
　が原資により活動し、 
③地区の維持・管理・プロモーション 
　等を行う 
④これらは行政が提供するサービスに対する 
　付加的なもの

なぜ、地域主体か？
地域のことを一番よく知っている 

一番頑張る人に任せる（＝アテ職とは限らない） 
行政は必要な助言や事業・制度などをサポート 
ただし、負担が集中しない仕組み・組織をつくる

地域主導のまちづくりへ



https://www1.nyc.gov/site/sbs/neighborhoods/bids.page
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OVERVIEW 

BIDs in New York City 
 
A Business Improvement District (BID) is a geographical area 
where local stakeholders oversee and fund the maintenance, 
improvement and promotion of their commercial district. 

For more than 40 years, BIDs have been valuable and proven partners in ongoing 
initiatives of neighborhood revitalization and economic development across the five 
boroughs, making NYC neighborhoods cleaner, safer and more vibrant. The City’s 75 
BIDs* – the largest BID program in the country – service approximately 93,000 
businesses** and invest over $147 million into local economies in the form of 
supplemental services. 

► BID services are primarily funded  
by a special assessment on district 
properties 
 

► BIDs provide services to supplement, 
not replace, the services already 
provided by the City 
 
 

 

► BIDs are governed by a locally-
controlled non-profit board of 
directors consisting of property 
owners, commercial  tenants, 
residents and elected officials 
 

► BIDs serve as a critical liaison 
between City government and 
neighborhood stakeholders 

4 

10 

25 

23 

13 

*Data presented in the FY17 BID Trends Report reflects a total of 72 BIDs. The 73rd, 74th and 75th BIDs (Greater 
JFK, Queens; New Dorp, Staten Island; Morris Park, Bronx) had not yet begun services in FY17. 
**Source: ReferenceUSA Info Group, 2017 

OVERVIEW 

BIDs in low-to-moderate income 
neighborhoods 

35 

40年以上の歴史



111%
FOOT TRAFFIC INCREASE

during the 4 months of
Seasonal Street closure

per DOT surveys

92,798
BAGS OF TRASH

(100,000 bags less than in FY2018,
due to increased Big Bellies e!ciency)
Productivity, labor, and material savings:

$250,000

28-33%
INCREASE IN TRASH
in correlation to more

foot tra!c

(+55% increase
from FY2018)

63,000
COUPON BOOKS

28
PLANTERS

218
TREE PITS

85
BANNERS INCIDENTS

OF GRAFFITI
REMOVED

(+30% increase from FY2017)

3105

20
SANITATIONWORKERS

2534+
PROPERTY OWNERS

2808+
COMMERCIAL TENANTS

1689
GROUND FLOOR
STOREFRONTS

6897
DISTRICT MAPS
(+177% increase
from FY2018)

52,000
CARDS/BROCHURES

DISTRIBUTED

KIOSK

HIGHLIGHTS FROM FY2019
Operating 3 Locations: 217 Park Row | 49 Madison | Canal Street Information Kiosk

AT LEAST 149 NEW
STOREFRONT GRAND OPENINGS

56
COORDINATED PUBLIC EVENTS
(+40% increase from FY2018)

620,385+
ATTENDEES TO
PUBLIC EVENTS

39,046
EVENT-SPECIFIC POSTER/FLYERS

VIEWS OF ATTRACTCHINA,
SUPHY LIU, AND

CHINATOWN PARTNERSHIP
WALKING TOUR VIDEO
3,845 LIKES | 957 REPOSTS

728 COMMENTS
SOCIALMEDIA PRESENCE: 11237

COMBINED FOLLOWERS

1.8 MILLION

FY2020
PROJECTIONS

REVENUE
ASSESSMENT: $1,800,000

(+16% INCREASE FROM FY2019)
GENERAL CONTRIBUTIONS / OTHER: $8,900

GOVERNMENT REVENUE: $48,100
SPECIAL EVENT (NET): $20,700
TOTAL REVENUE: $1,877,700

EXPENSES
SANITATION & CLEAN STREETS: $1,093,750

PATROL& MONITORING: $83,300
PROGRAMS, MARKETING & SP EVENTS: $440,050

STREETSCAPE & BEAUTIFICATION: $35,500
HOLIDAY LIGHTING: $97,200

ADMINISTRATIVE EXPENSES: $127,900
TOTAL EXPENSES: $1,877,700

114 STREET FURNITURE ELEMENTS
72WAYFINDING ELEMENTS
416 LIGHTING ELEMENTS

1136 INFRASTRUCTURE ELEMENTS

$3000
RISK ASSESSMENT

GRANT
at least 70

business applicants;
thousands of

applications distributed

PROMOTIONS FROM
YOUR NEIGHBORS

DAFFODILS
PLANTED

by BID team with
volunteers & the Parks Dept

2500+

3000+
TOYS GIVEN AWAY

during the Toys4Tots Holiday Program

4
ADA COMMUNITY
WORKSHOPS &

INFORMATION FORUMS
that resulted in a

$100k PPL publication
to help guide as

sponsored by NYC SBS

STATEMENT OF
FINANCIAL POSITION

STATEMENT OF
ACTIVITIES

2019 2018

ASSETS

Cash and cash equivalents $578,745 $598,180

Certificates of deposit $459,550 $205,823

Government grants receivable $25,107 $94,296

Other receivables $5,555 $2,000

Prepaid expenses $23,838 $24,930

Property and equipment, net $5,885 $10,563

Security deposits $11,770 $11,285

TOTALASSETS $1,110,450 $947,077

LIABILITIES AND NET ASSETS

Liabilities:

Accounts payable and
accrued expenses

$119,149 $78,500

Due to a!liate $58,769 $111,336

TOTAL LIABILITIES $177,918 $189,836

Net Assets:

Without donor restrictions $932,532 $757,241

With donor restrictions – –

TOTALNET ASSETS $932,532 $757,241

TOTAL LIABILITIES AND NET
ASSETS

$1,110,450 $947,077

2019 2018

SUPPORT AND REVENUES
Without Donor Restrictions:
Assessment revenue $1,550,000 $1,300,000
Contributions in-kind – $72,000
Contributions $5,040 $6,000
Government grants $72,900 $109,642
Special events:

Event income $58,747 $56,429

Less:relateddirect
costs

$(16,245) $(16,104)

NET SPECIALEVENT
INCOME

$42,502 $40,325

Interest Income $9,408 $3,769

TOTALSUPPORTAND
REVENUES

$1,679,850 $1,531,736

EXPENSES

Program Expenses:

Sanitation $994,707 $836,092

Marketing and promotion $293,750 $338,593

TOTAL PROGRAM
EXPENSES

$1,288,457 $1,174,685

Supporting Services:

Management and general $195,707 $181,923

Fundraising $20,395 $29,021

TOTAL EXPENSES $1,504,559 $1,385,629

Increase/(Decrease) in Net
Assets:
Without donor restrictions $175,291 $146,107

With donor restrictions – –

INCREASE/(DECREASE) IN
NET ASSETS

$175,291 $146,107

NET ASSETS,
BEGINNING OF YEAR

$757,241 $611,134

NET ASSETS,
END OFYEAR

$932,532 $757,241
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図１：うめきた２期地区全景 

 

 

図２：都市公園全景 
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図３：都市公園（北公園）の「うめきたの森」 

 
 

図４：都市公園（南公園）の「リフレクション広場」 

  

うめきた２期地区開発事業者募集における 
開発事業者の決定について 
2018.7 UR都市機構三菱地所株式会社を代表企業とするJV9社プレスリリース資料にも同様のパースが掲載



ワ ー ル ド ク ラ ス の に ぎ わ い 空 間  御 堂 筋 フ ェ ス テ ィ バ ル モ ー ル 化 に む け た 先 導 事 業 

難波駅前を歩⾏行行者主体のにぎわい空間に 

難波駅周辺は⼤大阪を代表する世界レベルの観光地であり、
お客さまを迎える駅前を抜本的に改善し、御堂筋と⼀一体と
なった魅⼒力力化が急務。 

■ミナミにワールドクラスの新名所を 

御
堂
筋
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ス
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バ
ル
モ
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化

 

国際空港線 
南海難波駅 

旧態依然とした難波駅前を抜本改善 世界は急ピッチに都⼼心改造 

難波駅前広場 
歩⾏行行者優先化 
検討範囲 

御堂筋と⼀一体に顔づくり 

国際線ターミナルとしての顔 

世界的な観光エリアとしての顔 

駅前広場を⾃自動⾞車車が占める 通りは放置⾃自転⾞車車の溜溜り場 

難波駅前をワールドクラスの広場に 

N.Y.タイムズスクエアは⾞車車主体から歩⾏行行者主体へ 

世界の主要都市は都市間競争に
打ち勝つため、都⼼心部を⼤大胆に
改造して歩⾏行行者主体の街づくり
を進めている。 

現広場は歩⾏行行者空間を重視して地上地下を含めて再⽣生、御堂筋と⼀一体的
にワールドクラスの観光名所、にぎわい交流流拠点とする。 

道頓堀 戎橋 

千⽇日前通り 

法善寺横丁 

なんば花⽉月 

なんばパークス 

■繁華街の防災拠点づくり 
難波駅周辺は密集した繁華街ながら防災機能が脆弱であるため、難波駅
前の広場化により防災拠点としての機能も持たせる。 
■地元主導の組織づくり 
地元では「なんば安全安⼼心にぎわいの街づくり協議会」が設⽴立立されてお
り、ビジョンづくりに着⼿手中。公共空間をにぎわいづくりに⽣生かすため
の運営管理理を担う、ソフトなしくみもワールドクラスを育みたい。 

戎橋筋
商店街 

⼼心斎橋筋 
商店街 

宗右衛⾨門町 

とんぼりウォーク 

世界的観光
集客エリア 



おわりに 
神戸の魅力とは



昭和３０年当時の神戸都心部（神戸新聞社）

神戸2050構想　神戸商工会議所　2004.3



神戸2050構想より

神戸2050構想　神戸商工会議所　2004.3









都市を変える水辺アクション 
（学芸出版社）

生きた建築　大阪 
（140B）

kana@eng.osaka-cu.ac.jp

生きた景観マネジメント 
（鹿島出版会）
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